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研究成果の概要（和文）：民間衛星通信を用いた突発天体の速報システムを実証する 1U CubeSat プロジェク
ト、ARICA の開発が 2018年に開始された。約3年間の開発期間で、衛星の設計、製作、様々な環境試験を実施
し、2021年11月、JAXA イプシロンロケット5号機で打ち上げられ、予定の軌道へ投入された。しかし、残念なが
ら ARICA からのデータの受信、そして、ARICA へのデータの送信ともに一度も成功できていない。ARICA の再
挑戦ミッション ARICA-2 の開発を2022年度から開始し、2-3年後の打ち上げを目指す。

研究成果の概要（英文）：ARICA project started in 2018 to demonstrate a real-time alert system of 
transient astrophysical sources using commercial satellite networks. We conducted the satellite's 
design, development, and various environmental tests over three years. ARICA was successfully 
launched by JAXA's Epsilon rocket#5 on November 2021. However, communication with ARICA has not been
 established since the launch. We start the recovery mission of ARICA, ARICA-2, and are aiming to 
launch in two or three years.

研究分野： X線、ガンマ線天文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
いち大学で衛星の設計、製造、そして、引き渡しまで達成する事ができた事は大きな成果であった。残念なが
ら、ARICA はおそらく衛星のトラブルで衛星の運用ができていない状況だが、衛星を安全に製作し、JAXA へ引
き渡せたという事が大学の研究室で可能という事をしっかりと内外へアピールできた。ARICA の開発中は衛星開
発の様子をSNS などで積極的に発信したため、青山学院大学で衛星開発をしているという事が広く認知され、社
会的意義も非常に大きかったと認識している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

“Time-domain Astronomy” (時間領域天文学)はアメリカで、2010年に発表された今後10年

間、天文学および宇宙物理学の分野で焦点を当てるべき研究分野についての提言レポート 

(2010 Decadal survey) において重点領域として明言された項目のひとつである。NASA の 

Swift 衛星は高エネルギー帯域において、ガンマ線バースト、マグネター、超新星のショック

ブレイクアウト、活動銀河核のフレアー、そして、潮汐破壊現象と様々な時間スケールでの突

発天体現象の活動の瞬間を捉える事に成功している。 

Swift 衛星がこれだけ大きな成果を挙げている要因は、機上で自動的にデータを解析し、突

発天体を検出する優れたソフトウェア、新たに発見された突発天体を即座に狭視野 X線、およ

び紫外可視光望遠鏡で追観測できる機動力、そして、検出した突発天体を地上に速報する能力

を有するからである。また、一世代前の NASA のガンマ線バースト観測衛星 High Energy 

Transient Explorer-2 (HETE-2) では、突発天体の速く、正確な位置速報のおかげで、超新星

を伴うガンマ線バーストの発見という大成果を挙げた。 

 
２．研究の目的 
時間領域天文学は、今後も我々研究者の予想を良い意味で裏切る発見が続くと世界的に考え

られており、天文学のフロンティア領域のひとつである。宇宙での人工衛星を用いた観測にお

いて、観測データを機上で自動解析し、発見した突発天体を地上観測者へ速報する比較的安価

なシステムとして、気球などで利用されているイリジウム衛星やグローバルスター衛星を用い

る方法がある。本研究ではイリジウム衛星とグローバルスター衛星を用いた速報システムを構

築し、そのシステムを 1U CubeSat に組み込み、打ち上げ、そして実際に宇宙軌道上にて速報

システムの実証試験を行う事を目的とする。 

 
３．研究の方法 
現在、利用可能な民間の衛星ネットワークとしては、高度 780 km を飛行する 66 機の衛星か

らなるイリジウム衛星と高度 1414 km を飛行する 32 機の衛星からなるグローバルスター衛星

のネットワークがある。これら 2つの民間衛星ネットワークを利用した、突発天体の速報システ

ムの軌道上実証実験を 1U CubeSat で行う。突発天体を機上で発見してから、地上に速報するま

での遅延時間、地上での通信不可時間の割合、そして、地上からのコマンドが正しく機上で実行

される割合、および実行までの遅延時間などを軌道上の実データを用いて検証する。 

 
４．研究成果 

 民間衛星通信を用いた突発天体の速報システムを実証する 1U CubeSat プロジェクト、

ARICA (AGU Remote Innovative Cubesat Alert system) の開発が 2018 年に開始され、同じく 

2018 年に JAXA 革新的衛星技術実証 2号機の実証テーマのひとつとしても採択され、打ち上げ

機会を得ることができた。約 3 年間の開発期間で、衛星の設計、製作、様々な環境試験 (図 1)

を実施し、また、衛星に必要な審査 (JAXA の安全審査、総務省の送信機の予備免許申請、内閣

府の宇宙活動法の申請)も全て終え、2021 年 8月 18 日に JAXA 側への ARICA 衛星の引き渡しが

完了した (図 2)。そして、2021 年 11 月 9日、JAXA イプシロンロケット 5号機で打ち上げられ、

予定の軌道へ投入された。しかし、打ち上げから 6ヶ月が経過したが、残念ながら ARICA から

のデータの受信、そして、ARICA へのデータの送信ともに一度も成功できていない。チームによ

る原因究明はまだ続いているが、おそらく致命的なハードウェアのトラブルが発生している可



能性が高いと考えている。ARICA で実証しようとしていた目的は、将来への日本独自の突発天体

探査衛星の実現などに向けて、今でも重要なものである。そのため、ARICA の再挑戦ミッション 

ARICA-2 の開発を 2022 年度から開始し、2-3 年後の打ち上げを目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 1 熱真空試験の様子 (左)。振動試験実施のため、振動試験ケースに投入された ARICA 

(右)。 

 

図 2 JAXA へ引き渡し直前の ARICA 
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